
特
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、
現
代
社
会
や
市
が
抱
え
て
い

る
様
々
な
問
題
へ
の
対
応
と
い
う

観
点
か
ら
非
常
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
対
応

　
人
口
減
少
の
進
行
は
、
地
域
の

経
済
成
長
を
は
じ
め
、
社
会
保
障

の
負
担
の
増
大
、
地
域
の
活
力
低

下
な
ど
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
の

た
め
に
は
、
性
別
や
年
齢
に
関
係

な
く
多
様
性
を
認
め
あ
い
、
み
ん

な
で
支
え
あ
う
仕
組
み
が
必
要
で

す
。

女
性
の
社
会
進
出

　
全
国
的
に
働
く
女
性
の
６
割
が

第
一
子
出
産
を
機
に
離
職
す
る
と

い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
仮
に
離
職
し
て
い
る
６
割
の
女

性
の
う
ち
、
仕
事
を
続
け
た
い
女

性
が
離
職
し
な
い
で
す
む
よ
う
に

な
れ
ば
、
市
内
の
労
働
力
の
確
保

に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で

す
。男
性
の
強
み
、
女
性
の
強
み
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

活
か
し
つ
つ
、
女
性
の
社
会
進
出

に
つ
い
て
社
会
が
受
け
と
め
る
し

く
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
齢
化
の
進
行
に
備
え
て

　
市
の
人
口
の
約
３
分
の
１
が 

65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。今
後
、
更

に
高
齢
化
が
進
行
す
れ
ば
、
家
族

の
介
護
に
携
わ
る
人
は
、
男
女
関

係
な
く
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。つ
ま
り
、「
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
」
と
い
う
体
制
で
は
、

男
性
も
女
性
も
介
護
を
行
う
と
い

う
時
代
が
き
た
と
き
に
対
応
し
き

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
男
女
が
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
個
人
と
し
て
、
尊
重
さ

れ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
で
す
。

　「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ
か
ら
」

と
い
う
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

は
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
未
だ
解
消
さ
れ
て
い

な
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。身
の
ま

わ
り
で
性
別
を
理
由
に
仕
事
や
生

き
方
を
決
め
ら
れ
て
不
快
な
思
い

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
実
際
に

生
活
の
中
で
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

男
女
共
同
参
画

　
　
　
社
会
っ
て
な
に
？

ど
う
し
て
男
女
共
同
参
画
が

　
　
　
　
　
　  

必
要
な
の
？

▲㈱飛騨ダイカスト企業内研修「職場や家庭のコミュニケーション研修」（H25「岐阜県子育て支援エクセレント企業」認定）

〜
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。男
女
で
サ
ン
カ
ク
。社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。〜

市
で
は
、第
２
次
飛
騨
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。毎
年
、
６
月
23
日
〜
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。あ
な
た
の
身
近
な
場
面
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

２

「
男
女
共
同
参
画
」を
考
え
る
。



「男女共同参画」を考える。特
集

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
行
政
、
市
民
、
事
業

者
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。今
後
「
第
２
次

飛
騨
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎
目
指
す
姿

優
し
さ
と
輝
き
あ
ふ
れ
る
飛
騨
市

〜
認
め
あ
い
　
支
え
あ
い
　
未
来

を
担
う
〜

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　学
習
の
拡
充

○
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

　
た
学
校
教
育
を
推
進
し
、
人
権

　
の
尊
重
や
男
女
平
等
に
関
す
る

　
教
育
を
実
践
し
ま
す
。

○
子
ど
も
か
ら
大
人
、
高
齢
者
ま

　
で
幅
広
い
世
代
で
男
女
共
同
参

　
画
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供

　
し
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

○
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
休
日
保
育
、

病
児
・
病
後
児
保
育
を
推
進
し
、

子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

○
子
育
て
し
や
す
い
企
業
、
女
性

が
安
心
し
て
働
け
る
企
業
を
支

援
し
ま
す
。ま
た
、
そ
の
よ
う
な

企
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

　
　
　取
り
組
み
の
見
え
る
化

○
市
内
で
の
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
取
り
組
み
を
広
報
等
で
積

極
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

○
高
齢
者
を
支
え
る
福
祉
人
材
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

○
高
齢
者
の
健
康
増
進
、
生
き
が

い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

女
性
の
活
躍
推
進

○
女
性
の
自
由
な
活
動
を
応
援
し

ま
す
。

○
子
育
て
世
代
の
女
性
が
働
き
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
の
女
性
の
意
見
を

聴
取
し
ま
す
。

○
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
の
啓
発
を

行
い
ま
す
。

◎
家
庭
で
は
…

・
家
族
み
ん
な
で
食
事
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
家
事
は
協
力
し
て
や
り
ま
し
ょ

う
。

・
子
育
て
や
介
護
は
み
ん
な
で
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

◎
職
場
で
は
…

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

・
お
互
い
に
良
い
と
こ
ろ
を
認
め

あ
い
な
が
ら
仕
事
を
し
ま
し
ょ

う
。 

・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

◎
地
域
で
は
…

・
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
活
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
活
動
は
男
女
関
係
な
く

み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
あ
ん
き
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。　

市
の
取
り
組
み
の
紹
介

　
平
成
28
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。男

女
で
サ
ン
カ
ク
。社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
」で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

６
月
23
日
〜
29
日
は

　
　
　
　
　
　男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
！

■家族の協力度チェック
～家族みんなで協力してできていますか？～

１．食事の用意 

２．洗濯

３．家の掃除や部屋の整理整頓

４．皿洗い

５．風呂洗い

６．ごみ捨て

７．食品・日用品の買い物

８．授乳または食事をあげる

９．おむつ替え・トイレの世話

10．お風呂に入れる

11．子どもの寝かしつけ

12．保育園の送迎

３ 2016年６月号

題
ろいろい

話のちま

18

宇宙科学最先端のまちづくりへ前進
５月15日（日）　神岡町

河野行革大臣がスーパーカミオカンデを視察

河野大臣（左）に要望書を手渡す都竹市長

　河野太郎行政改革担当大臣が５月15日、神岡町のスーパー
カミオカンデや大型低温重力波望遠鏡（ＫＡＧＲＡ）などの
視察を行いました。
　これは政府の「明日の日本を支える観光ビジョン」に基づ
き、国の施設の開放が決定されたことを受け、行われたもの
です。この日は、都竹市長らも参加し、河野大臣とともに、施
設の視察を行いました。
　視察の中では、要望書の提出も行われ、地元である神岡町
の設備の改善などについての要望書を都竹市長が河野大臣
に手渡しました。

国保特定健診の受診率向上へ
５月13日（金）　ＪＲ飛騨古川駅前

公共交通機関で受診をＰＲ

セレモニーを行った市長と保健師ら

市長室で委嘱交付を受けた前原さん（左）

わらび粉で新たな活力を
５月16日（月）　市長室

飛騨市地域おこし協力隊委嘱状交付式

　飛騨市地域おこし協力隊として地域振興に取り組む前原
融（とおる）さんへの委嘱状の交付が５月16日、市長室で行
われ、小倉副市長から前原さんに委嘱状が交付されました。
　群馬県出身の前原さんは、４月から神岡町の山之村地区に
移住し、同地区に自生するワラビの地下茎からわらび粉を生
産しています。「飛騨のわらび粉は本当に魅力がある。販売に
も手応えを感じている」と話す前原さんは、わらび粉の生産・
販売を行いながら、トマトやホウレンソウ、寒干し大根の生産
農家の支援も行い、地域の活力につなげます。

募金は日赤を通じて被災地へと送られます

みんなの気持ちを被災地へ
５月16日（月）　ハートピア古川、神岡振興事務所

市内の小中学生が義援金を寄付

　熊本地震の復興に役立ててもらおうと、市内の小中学生
が募金活動を行い、集めた義援金を市に届けました。
　古川小学校では、児童運営委員会が校内で呼びかけを行
い、15万6655円を集めました。この日は同委員会の４人が
ハートピア古川を訪れ、職員に募金を手渡しました。
　神岡中学校では、生徒会が中心となって、生徒や保護者、
教職員らにも協力を呼びかけました。集めた12万485円は生
徒会長ら５人が神岡振興事務所に届けました。

　市は５月13日、ＪＲ飛騨古川駅で国民健康保険特定健診
の受診啓発セレモニーを行いました。
　同健診は40歳～74歳の方が対象です。市の受診率は60％
以上で、平成26年度には同規模自治体の中で全国トップでし
たが、平成27年度には全国２位となる見込みです。受診率を
高め、生活習慣病の発症や重症化を予防し、健康寿命の延
伸を目指そうと公共交通を使用した広報活動を行います。
　市長は「今年の目標は全国トップ奪還。市民の皆さんがあ
んきに暮らせるよう、受診の呼びかけなどをしていきたい」と
話していました。


